




  DMP 患者は歩行不能以後車椅子生活が多くなる。現在まで病状に良く適合し

た車椅子の選び方については、萩島先生等の報告がある。そこで一般的な事項

について記述してみますと、ハンドリムは大きいもの,安全ベルトはゆとりの

ある丈夫なもの,フットレストは充分にふんばれる位置に取りつける,シート幅

は腰幅に 5cm 位加える,アームレストは調節可能にする等である。


